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ワセダクロニクル

【提携連載企画】

葬られた原発報道
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朝日新聞は報道機関なのか。 

（東京・築地の東京本社。撮影 

／編集部） 
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東京電力福島第一原発事故からもう少しで

9年が経とうとしている。あの破滅的な事故

から私たちは十分な教訓を引き出せていな

いのではないか。そして、その一因には、貴

重な「吉田調書」をスクープしながら、あっさ

り記事を取り消した朝日新聞社に問題があ

ったのではないか。当時の動きを検証し始

めたワセダクロニクルに、朝日新聞社から驚

くべき郵便が届く。

ヮセダクロニクル編集長渡辺周
（わたなべ　まこと）

週刊金曜日　2020．1．24（1265号）

再
び
記朝
日
新

2
0
1
9
年
日
月
2
8
日
付
の
、
1
通

の
配
達
証
明
郵
便
が
ワ
セ
ダ
ク
ロ
ニ
ク

ル
　
（
以
下
、
ワ
セ
タ
ロ
）
　
に
届
い
た
。

表
書
き
に
は
「
ワ
セ
ダ
ク
ロ
ニ
ク
ル
編

集
部
御
中
　
渡
辺
周
さ
ま
あ
て
」
、
裏
面

に
は
「
朝
日
新
聞
社
広
報
部
」
と
あ
る
。

配
達
証
明
郵
便

朝
日
の
広
報
部
か
ら
一
体
何
の
用
件

だ
ろ
う
か
。
封
を
開
け
る
と
、
タ
イ
ト

ル
に
は
太
字
で
こ
う
書
か
れ
て
い
た
。

「
未
公
表
原
稿
の
公
表
中
止
を
要
求
し

ま
す
」本
文
に
は
、
ワ
セ
ク
ロ
の
二
つ
の
記

事
に
つ
い
て
「
た
だ
ち
に
貴
サ
イ
ト
か

ら
削
除
す
る
よ
う
求
め
ま
す
」
と
あ
る
。

二
つ
の
記
事
と
は
、
私
が
シ
リ
ー
ズ
で

書
い
て
い
る
「
葬
ら
れ
た
原
発
報
道
」

の
中
の
も
の
だ
。

①
「
幻
の
紙
面
が
問
う
た
『
福
島
第
一

原
発
事
故
の
宿
題
』
」
（
1
9
年
Ⅱ
月
日
日

付
）
の
う
ち
、
朝
日
が
掲
載
し
な
か
っ

た
特
別
報
道
部
長
名
の
解
説

②
「
『
危
機
管
理
人
』
の
登
場
」
（
1
9
年

日
月
1
2
日
付
）
の
う
ち
、
朝
日
が
公
表

し
な
か
っ
た
会
社
案
内
の
一
部

①
の
特
報
部
長
名
の
解
説
は
、
朝
日

が
吉
田
調
書
報
道
の
真
の
目
的
に
つ
い

て
読
者
に
説
明
す
る
た
め
用
意
し
た
も

の
の
、
お
蔵
入
り
に
な
っ
た
。
ワ
セ
タ

ロ
は
そ
の
「
幻
の
原
稿
」
を
入
手
し
て

報
じ
た
。
②
の
会
社
案
内
と
は
、
吉
田
調
書
報

道
を
ス
ク
ー
プ
し
た
記
者
2
人
が
写
真

付
き
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
。
朝

日
は
こ
の
会
社
案
内
も
封
印
し
て
い
た
。


